
学
年
別
特
色

１
年

学 年 別 特 色

11年年

▲ QR コンテンツ「折り紙を配ると…」

▲ 0 章 p.15 

▲ 0 章 p.16

▲ 1 章 p.47 

▲ 6 章 p.215 

▲ 7 章 p.240 

▲巻末紙教具

▲ 3 章 p.108 

根拠とする代表
値としてふさわし
いかどうか

収集したデータ
からわかることか
どうか

6 章 「空間図形」

3 章 「方程式」

「素因数分解」と「累乗の指数」を
1年0章で扱いました。

空間図形の理解をサポート
する紙教具を用意しました。

批判的に考察し
判断する力を養います。問題場面の理解をサポート

する動画を用意しました。

ルーローさん

　「素因数分解」は自然数の範

囲で考えるため、負の数を学習

する前に扱い、生徒に混乱が生

じないようにしました。0章の

導入で考えた九九表のきまりを

説明する題材で「素因数分解」

につなげているため、生徒の思

考に沿った流れで導入できます。

　また、「累乗の指数」を使っ

た表し方も 0章で扱い、知識・

技能の習熟が行えるようにしま

した。

　折り紙を配るようすや数量の関係をと

らえる場面を動画で示し、生徒の関心を

高めるとともに、問題場面を把握しやす

くしています。

　実際に紙教具を使って立方体をつ

くり、観察、操作を行うことで、空

間図形の見方を深められるようにし

ています。

　批判的に考察し判断する発問や問を「データ

の活用」領域で 3学年通して用意しました。

　批判的に考察し判断することを通して、より

よい解決や結論を見いだそうとする態度が身に

つきます。

2 年や 3 年でも、批判的に考察し
判断する力を養います。

実
際
に
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

0 章 「算数から数学へ」

7 章 「データの分析と活用」

キーワード # 批判的に考察する力
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学 年 別 特 色

22年年

学
年
別
特
色

２
年

箱ひげ図の必要性が
実感できる導入

統計的探究プロセスの可視化

〔証明のもと〕 〔図形の性質一覧〕

▲ 7 章
p.186〜187

▲ 5 章 p.132

変域を求めるページを
新設しました。

証明の学習を助ける証明メーカー
を用意しました。

　xの変域に制限があるときの

yの変域を求める問題は 3年や

高校の学習でよく出題されます。

その学習の素地となるように、

2年「1次関数」の学習で変域

を求める問題を新設しました。

　証明の文章を構成する「証明のもと」を用意し、
ドラッグ＆ドロップで証明をつくります。ノートに一
から証明を書く際のヒントとしての活用も可能です。

　図形の性質一覧を表示して、性質を振り返りながら
証明の学習を進めることができます。性質をドラッグ
＆ドロップすることで証明をつくることが可能です。

　証明メーカーは、コンテ

ンツ内で証明をつくること

ができるほか、生徒の実態

に応じて利用できる機能を

用意しています。3年の証明

の学習にも対応しています。

3 章 「1 次関数」

4 章「平行と合同」、5 章「三角形と四角形」

▲ 3 章 p.70 ▲ 3 年 4 章 p.110

▲ 7 章 p.179 ▲ 7 章 p.181

ルーローさん

7 章 「データの比較」

社会生活に必要な
データ活用力を育みます。 　2年 7章では実在する店舗の牛乳の販売

数データをもとにして、売れ行きの傾向を

分析します。曜日別に表した 7つのヒス

トグラムを一度に比較することが困難であ

ることから、一目で比較しやすい新しい統

計的な表現として箱ひげ図を導入します。

　1年 7章と 2年 7章では、統計的探究プロセスを意識して学習を進めることができます。

証明を書くことに時間が
かかる生徒の考える時間
を増やします！

箱ひげ図の必要
感を感じること
ができる導入に
しています。

統
計
的
探
求
プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化

キーワード #PPDAC

2年 3年

46 47



学 年 別 特 色

33年年

学
年
別
特
色

３
年

▲ 2 章 p.45

▲ 3 章 p.75

▲ 3 章 p.79

▲ 3 章 p.81

▲ 4 章 p.111

▲ 6 章 p.169

▲ 7 章 p.202

▲ 6 章 p.169

▲ 4 章 p.108

平方根

平方根の考えを使った解き方

解の公式を使った解き方

因数分解を使った解き方

生徒の体験を重視した
導入としました。

学びの深まりを実感
できる構成としました。

3年間の関数の学習を
振り返る構成としました。

　直前の 2章では「平方根」を学

習しており、3章では続けて「平方

根の考え」をもとにした解法を扱

えるようにしました。2章「平方根」

では「2乗すると9になる数」、3章

「2次方程式」では「（x+2）2＝9の解」

を考える構成とし、共通の題材を

設定することで平方根とのつながり

を意識した学習ができるようにして

います。

　また、平方根の学習と関連づけ

て考えることで、2次方程式の解が

一般に 2つあることも理解しやすく

なります。

　比例 y=axと関数 y=ax2とを比較し

ながら関数の特徴を見いだす構成としまし

た。比例の特徴を振り返りながら学習をす

ることで、相互の特徴の理解が深まります。

　また、発展的に考える吹き出しを入れて、

高校での関数の学習につなげます。

2次方程式の解法の配列を
工夫しました。

3 章 「2 次方程式」

6 章 「円」

7 章 「三平方の定理」

4 章 「関数 y=ax2」

ルーローさん 　生徒が持っている情報端末のカメラを使って、

実際に体験ができる導入にしました。クラス全員

で黒板の両端がぴったり入るカメラの位置を探す

活動を通して、円の性質を見いだすことができ 

ます。

　7章「三平方の定理」では、円錐の体積を求める問

題を扱っています。この問題の円錐は 1年「空間図形」

の投影図の学習で扱った円錐と同じものです。円錐の

高さを、1年では図をかいて求めましたが、3年では三

平方の定理を活用して求めることで、内容の深まりや

数学を学習する有用性を感じることができる構成とし

ています。

「カメラが写せる
角度を知ろう」

QRコンテンツ

カメラの仕組
みを補足する
動画を用意し
ています。

3年

▲ 1 年 6 章 p.210

1年
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つ
ま
ず
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ら

入
試
ま
で

学力調査で正答率の低い問題や特定の誤答が多い問題を分析し、
内容の取り扱いを丁寧にしています。

知識・技能

● 自然数を素数の積で表すこと

● 反比例の表から比例定数を求めること

● 度数分布表から相対度数を求めること

▲ 1 年 p.146

▲ 2 年 p.120

約数を求めている解答や、積の
形で表していない解答が見られ、
素因数分解することの意味を理
解していない生徒がいると考え
られます。そのため、素因数分
解の例と問を新設し、素因数分
解の理解を深められるようにし
ました。

反比例の表やグラフから式を求
める活動を、本文の Q で取り上
げ、反比例の表、式、グラフを
相互に関連づけて捉える力が養
えるようにしています。

▲  １年 p.16

▲ 2 年 p.119

▲ １年 p.17

つまずきつまずきから入試入試まで

R4 年度　全国学力・学習状況調査 
数学 大問 1

H31 年度　全国学力・学習状況調査
数学　大問 4

H29 年度　全国学力・学習状況調査
数学 A 大問 14(2)

正答率

正答率

52.9%

49.9%

46.1%

東京書籍　標準学力調査（改題）

67.6%
● 証明の必要性と意味を理解すること

素因数分解の
理解を深める

反比例の表、式、
グラフを関連づける

Ｑでは、階級の度数をそのまま比
較することが適切でないことを実
感できる場面を設定しました。

具体的な場面で、
相対度数の必要性と

意味を実感
証明のためにかかれた図がすべて
の代表として示されていることを
理解していない生徒が多く見られ
ます。
Ｑの発問では、同じ条件を満たす、
異なる図について問い、証明の意
義を考えられるようにしています。

証明の意義を考える

東京書籍だからこそ
できる、エビデンス
にもとづいた教科書
編集を行っています。

▲  1 年 p.231

（度数の合計）÷（階級の度数）と考えている
と見られる誤答が多いため、視覚的にわかり
やすくなるよう工夫しました。

色分けでさらにわかりやすく！

反比例の表、
式、グラフの
関係を調べよう

QRコンテンツ！QRコンテンツ！
推し推し

触って実感

正答率

正答率

比例定数の値を変更すると、連動し
て、表・式・グラフが変化するので、
それぞれの関連を視覚的に捉えるこ
とができます。

ICTでつながる

シミュレーション

D
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▲ 2 年 p.24

▲  2 年 p.147

▼ 2 年 p.25

統合的に考える
「同じように考えると」
例 2 と問 3 で 2 点 E、F のとり
方を変えて発展的に考え、その
2 つのパターンで共通することが
らを統合的に考察することを促
しています。

問 3 では、2 点 E、
F のとり方を変え
て考えます。

つまずきつまずきから入試入試まで

活 用

49.5%

式による説明では、記述の指導
に焦点を当てるだけでなく、目
的に応じた式変形をできるよう
にし、説明を振り返って考察を
深めることを重視しています。

R4 年度　全国学力・学習状況調査 
数学 大問 6（2）

式による説明では、
過程を重視した
活動を設定

発展的に考える「それなら」
発展的に考えるきっかけになる発問や吹き出しに
は、「それなら」のマークを付しています。ここで
は、説明を振り返って新しい性質を見いだします。

目的に応じた式変形を考えるきっかけとなる発
問です。3×(整数)の形に変形すればよいことを
しっかりとおさえます。

●  発展的に考え、条件を変えた場合に
ついて証明の一部を書き直すこと

図形の証明の学習では、ことが
らの条件を変えて発展的に考え
ることで、問題の本質に迫る深
い学びにつながります。そこで、
本文の例と問を、証明の練習問
題としてだけではなく、相互に
関連づけて扱い、統合的・発展
的な考察が行えるようにしまし
た。

H30 年度　全国学力・学習状況調査

数学 B 大問 4(2)

43.3%

統合的・発展的な
考察を重視

「証明のもと」や「根拠」から必要なパーツを
選んで、証明をつくることができます。学習が
進むにつれて「根拠」にある図形の性質が増え
ることで、図形の体系づくりを実感できるよう
にしました。

ICTでつながる

証明メーカー

D

正答率

正答率

【証明】

平行四辺形になる

ことを証明しよう④

QRコンテンツ！QRコンテンツ！
推し推し

触って実感

●  目的に応じて式を変形したり、その
意味を読み取ったりして、 ことがら
が成り立つ理由を説明すること
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ICTでつながるD

大切にしたい
見方・考え方
深い学びのページで働かせ
た見方・考え方をまとめて、
振り返ります。内容をまと
めたイラストを加え、楽し
みながら読めるようにしま
した。

▼ 3 年 p.119

▲ 2 年 p.83、84▲ 1 年 p.247

活 用

入試への対応

●  資料の傾向を的確にとらえ、 
判断の理由を数学的な表現を用いて 
説明すること

37.4%
無答率 37.1%

東京書籍　標準学力調査（改題）

章末問題では、相対度数の折れ
線の形と位置に着目して比較す
る問題を扱い、データの傾向を
とらえ、説明する力が高められ
るようにしています。無答率が
高いことに対応して、QR コンテ
ンツ「ヒントと解答」で説明の
ポイントを示しています。

データの傾向をとらえ、
説明する力を高める

章末問題には、「ヒントと解答」コンテンツを用意し
ています。このコンテンツでは、問題のヒントと解答
を表示することができます。類題に取り組むこともで
き、段階に応じて学習を進めることができます。

「ヒントと解答」コンテンツのある問題
● クイックチェック ● 基本の問題
● 章の問題 A ● 章の問題 B
● 補充の問題 ● 学びのベース【たしかめ編】

ヒントと解答

【章の問題 B】

7章問題 1

つまずきつまずきから入試入試まで

● 放物線と直線の交点の座標から、
　 平面上の三角形の面積を求めること

「放物線と直線」の問題を、本
文の例と問で取り上げました。
例では、問題を解くときの考え
方や解答の書き方を示し、丁寧
に扱いました。基本的な問題を
確実にできるようにして、入試
に対応できる力につなげます。

日常生活の問題を数学で解決し
ようとするとき、1 次関数とみな
す見方が大切です。そこで、本
文や章末に豊富な問題を用意し、
問題解決の考え方や方法の理解
が深まるようにしています。

長崎県　公立高校入試 
2022 年　大問 3

広島県　公立高校入試 
2022 年　大問 5

放物線と直線の問題を
本文に掲載

1次関数とみなして
解決する方法を重視

●  2つの数量の間の関係を 1次関数と
みなして、問題を解決すること

正答率

QRコンテンツ！QRコンテンツ！
推し推し

触って実感
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つまずきつまずきから入試入試まで

観察・操作を重視した
正多面体の学習

▲ 1 年 p.195

▲ 1 年巻末付録 p.313

● 正多面体の体積

正多面体などの空間図形の見方
を養うには、模型を実際に手に
取って観察する経験が大切です。
そこで、正多面体の学習を本文
の Q で扱い、巻末付録で正多面
体の模型を作って、観察する活
動が行えるようにしています。

千葉県　公立高校入試
2023 年　大問 1(4)

入試への対応

はさみもテープも不要
です！タブを切り込み
に入れて組み立てるこ
とができます！

実物では前の面に隠れて見えない反対側の辺や面の様子を確認することができます。紙とデジ
タル双方のよさを組み合わせて活用することで、空間図形の見方を深めることができます。

ICTでつながる

シミュレーション

D

正多面体を

観察しよう

全部
つくれます！

QRコンテンツ！QRコンテンツ！
推し推し

触って実感
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検討の観点と
内容の特色

新編  新しい数学令和７年度用

（１）教育課程および学習指導要領への対応

観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 数学的な見方・考
え方を働かせ、数
学的活動を通し
て、数学的に考え
る資質・能力を育
成できるよう配慮
されているか。

主体的・対話的で深い
学びの視点から、一つ
一つの学習活動を吟味
し、質の高い数学的活
動が行えるようにして
います。

「章とびら」では、生徒の関心・意欲を高める日常生活の場面を 1
コマのイラストと「問いかけ」で提示し、主体的に学習に取り組める
ようにしています。「問いかけ」では、生徒の自然な疑問から解決の
必要感を持たせて、1節の導入の活動につながるようにしています。

1年 p. 63、p. 117
2年 p. 35、p. 161
3年 p. 93、p. 167
など

「節の導入」では、「問題 (Q)」と「補助発問 (❶、❷、...)」を手
がかりに、生徒が主体的に考えたり調べたりする問題解決的な学習
を通して、新たな知識や技能を身につけることができるよう、問題
の提示や発問を吟味しています。

1年 p.64-65、p. 158 - 159
2年 p.36-37、p.96-97
3年 p.42-43、p. 188 - 189
など

「深い学び」では、主体的・対話的で深い学びが実現できるよう、
問題発見・解決の過程を重視した数学的活動を紙面化しています。
「問題をつかむ→見通しをたてる→問題を解決する→ふり返る→深め
る」の過程に沿って、問題の提示や発問を吟味しています。特に「深
める」の過程では、活用・意味づけ、統合的・発展的に考察するこ
とを促す発問を設定し、さらに学びを深めることができます。

1年 p.83-84、p. 149 - 150 
2年 p.27-28、p. 107 - 109
3年  p.85-86、p. 203 - 204
など

1年 0章「算数から数学へ」を設定し、中学校数学の授業開きで、
小中接続を意識した数学的活動を通して、発表の仕方や聞き方など
の学び方を学び、以後の学習を生徒が主体的に取り組めるようにし
ています。

1年 p.11-13

1 .目標と内容の取扱い
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